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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
車体フレームと、その前部が該車体フレームのピボット軸を中心に上下揺動可能に支持さ
れたユニットスイング式のエンジンユニットと、その前部が上記エンジンユニットに連結
され、その後部において後輪が支持されたスイングアームと、該スイングアームと上記車
体フレームとの間で連結されたサスペンションと、上記スイングアームに取付けられたマ
フラと、後輪用ブレーキキャリパとを備えた自動二輪車であって、
上記後輪用ブレーキキャリパは、上記マフラより下側に配置され、上記サスペンションは
、上記マフラより上側に配置され、
上記後輪用ブレーキキャリパに油圧を供給するブレーキホースは、車両側面視で上記マフ
ラより下側を通過するように配置されていることを特徴とする自動二輪車。
【請求項２】
請求項１において、上記スイングアームには、上記マフラの内側部分との干渉を回避する
凹部が形成されていることを特徴とする自動二輪車。
【請求項３】
請求項１において、上記ブレーキキャリパは、上記スイングアームの後輪支持部より後側
に配置されていることを特徴とする自動二輪車。
【請求項４】
請求項１において、上記サスペンションは、車両前後方向に略水平をなすよう配置され、
その後端部が上記スイングアームの上端部に連結されていることを特徴とする自動二輪車
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。
【請求項５】
請求項１において、上記マフラに接続された排気管を備え、該排気管は、上記ピボット軸
の外側方を通るよう配置されていることを特徴とする自動二輪車。
【請求項６】
請求項５において、上記エンジンユニットには潤滑油注入口が形成され、該潤滑油注入口
は、上記ピボット軸より後方で、かつ上記排気管の内側に配置されていることを特徴とす
る自動二輪車。
【請求項７】
請求項１において、上記エンジンユニットは、ベルト室を有しその後部において後輪が支
持される伝動ケースを備え、上記スイングアームは、上記エンジンユニットの後輪を基準
として伝動ケースが配置された側とは車幅方向反対側に配置されていることを特徴とする
自動二輪車。
【請求項８】
請求項７において、上記スイングアームは、前側から後側にいくほど上下寸法が小さくな
る略三角形状をなす平板状のものであり、該スイングアームの前上端部及び前下端部が上
記エンジンユニットに連結されていることを特徴とする自動二輪車。
【請求項９】
請求項１において、上記後輪用ブレーキキャリパに接続されたパーキングケーブルは、車
両側面視で上記マフラより下側を通過するように配置されていることを特徴とする自動二
輪車。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユニットスイング式のエンジンユニットに配置された後輪を上下揺動可能に
支持するスイングアームと、該スイングアームに取付けられたマフラとを備えた自動二輪
車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、ユニットスイング式のエンジンユニットを備えたスタータ型自動二輪車におい
て、エンジンユニットの一側にスイングアームを取り付け、該スイングアームと上記エン
ジンユニットの後部同士の間に後輪を配置、さらに上記スイングアームにマフラを取付け
るとともに、該マフラとスイングアームとの間にリヤサスペンション及び上記後輪用ブレ
ーキキャリパを配置したものが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００１－９７２６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記従来の自動二輪車のように、スイングアームとマフラとの間にリヤサス
ペンション及びブレーキキャリパを配置した場合には、マフラが車外側にはみ出し、バン
ク角が小さくなるという問題がある。
【０００４】
　本発明は、上記従来の状況に鑑みてなされたもので、マフラの車外側へのはみ出しを抑
制してバンク角を大きくできる自動二輪車を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、車体フレームと、その前部が該車体フレームのピボット軸を中心に上下揺動
可能に支持されたユニットスイング式のエンジンユニットと、その前部が上記エンジンユ
ニットに連結され、その後部において後輪が支持されたスイングアームと、該スイングア
ームと上記車体フレームとの間で連結されたサスペンションと、上記スイングアームに取
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付けられたマフラと、後輪用ブレーキキャリパとを備えた自動二輪車であって、上記後輪
用ブレーキキャリパは、上記マフラより下側に配置され、上記サスペンションは、上記マ
フラより上側に配置され、
上記後輪用ブレーキキャリパに油圧を供給するブレーキホースは、車両側面視で上記マフ
ラより下側を通過するように配置されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係る自動二輪車によれば、ブレーキキャリパをマフラより下側に配置し、サス
ペンションをマフラより上側に配置し、さらにブレーキホースをマフラより下側を通るよ
うに配置したので、マフラがブレーキキャリパやサスペンション及びブレーキホースに干
渉しにくくなり、それだけマフラを車体中心側に寄せて配置することができ、バンク角を
大きくすることができる。
【０００７】
　また上記マフラの上側，下側にサスペンション，ブレーキキャリパを配置したので、マ
フラからの熱による影響を抑制できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
【０００９】
　図１ないし図８は、本発明の一実施形態による自動二輪車を説明するための図である。
なお、本実施形態でいう前後，左右とは、シートに着座した状態で見た場合の前後，左右
を意味する。
【００１０】
　図において、１はスタータ型自動二輪車を示している。この自動二輪車１は、前端にヘ
ッドパイプ３が配置された車体フレーム２と、該車体フレーム２にピボット軸５１を介し
て上下揺動可能に支持され、後端部に後輪７が配置されたユニットスイング式エンジンユ
ニット８と、前端部が該エンジンユニット８に連結され、後端部が上記後輪７に連結され
たスイングアーム５５と、該スイングアーム５５と上記車体フレーム２とに架け渡して連
結されたリヤサスペンション１０とを有している。
【００１１】
　上記ヘッドパイプ３には、下端部に前輪４が、上端部に操向ハンドル５が配置されたフ
ロントフォーク６が左右操舵可能に枢支されている。また上記車体フレーム２のエンジン
ユニット８の上方には鞍乗型シート９が搭載されている。
【００１２】
　上記シート９は、メインシート９ａと、該メインシート９ａとは別体に形成されたタン
デムシート９ｂとを有している。このタンデムシート９ｂは、メインシート９ａより高所
に位置するよう配置されている。
【００１３】
　上記フロントフォーク６の前側はフロントカバー１１で、後側はレッグシールド１２で
覆われており、上記シート９の下方周囲はサイドカバー１３で覆われている。
【００１４】
　上記車体フレーム２は、上記ヘッドパイプ３の下端部から車幅方向外側に拡開しつつ後
下方に延びた後、該下端から後方に略水平に延びる左，右一対のダウンチューブ２０，２
０と、該左，右のダウンチューブ２０の前後方向中央から後方斜め上方に延びる左，右一
対のシートレール２１，２１と、上記左，右のダウンチューブ２０の後端面２０ａから上
下方向に延び、上端部が上記シートレール２１に接続された左，右一対のエンジン懸架フ
レーム２２，２２と、上記左，右のシートレール２１のエンジン懸架フレーム２２の接続
部２１ａ近傍同士を車幅方向に連結するクロスメンバ２３とを備えている。
【００１５】
　また上記車体フレーム２は、上記ヘッドパイプ３から後斜め下方に略直線状に延び、後
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端面が上記シートレール２１に接続された左，右のアッパチューブ２４，２４と、上記左
，右のエンジン懸架フレーム２２と上記シートレール２１の後部とを連結する左，右のシ
ートステー２５，２５とを有している。
【００１６】
　上記左，右のエンジン懸架フレーム２２，２２の後面のダウンチューブ２０接続部近傍
には左，右のピボット部材４７が配置されている。
【００１７】
　上記左，右のダウンチューブ２０と左，右のシートレール２１との間には、前後方向に
延びる長方形状の左，右のフートブラケット２９，２９が架け渡して接続されている。
【００１８】
　上記左，右のエンジン懸架フレーム２２の下端部同士は車幅方向に延びる下辺部２２ｃ
により一体的に連結されており、該下辺部２２ｃには使用位置と格納位置との間で回動可
能に支持されたメインスタンド４５が配置されている。
【００１９】
　上記左，右のダウンチューブ２０及び左，右のアッパチューブ２４で囲まれた空間内に
は燃料タンク３０が配置されており、該燃料タンク３０の下側にはラジエータ３１が配置
されている。
【００２０】
　また上記左，右のダウンチューブ２０，シートレール２１及びエンジン懸架フレーム２
２で囲まれた空間内の燃料タンク３０の後側には、上方に開口する収納ボックス３３が配
置されている。この収納ボックス３３は、上記シート９の前後方向略全長に渡る大きさを
有しており、該開口はシート９により開閉可能に覆われている。
【００２１】
　上記エンジンユニット８は、エンジン本体８ａと、Ｖベルト式無段変速機１７が収容さ
れたベルト室を有する伝動ケース８ｂとを一体化に結合したものである。
【００２２】
　上記エンジン本体８ａは、気筒軸線Ａを大略水平に向けて搭載された水冷式４サイクル
単気筒エンジンであり、車幅方向に水平に向けて配置されたクランク軸１８が収容された
クランクケース８ｃの前合面にシリンダブロック８ｄ，シリンダヘッド８ｅ，ヘッドカバ
ー８ｆを順次結合した構造となっている。
【００２３】
　上記伝動ケース８ｂは、クランクケース８ｃの車幅方向左側端部に続いて後方に延びる
ケース本体８ｇと、該ケース本体８ｇの左側合面に着脱可能に装着されたケースカバー８
ｈとを有している。
【００２４】
　上記Ｖベルト式無段変速機１７は、上記伝動ケース８ｂ内のクランク軸１８の左側端部
に配置された駆動プーリ１７ａと、上記伝動ケース８ｂの後端部に配置された従動プーリ
１７ｂとをＶベルト１７ｃにより連結した構造となっている。上記伝動ケース８ｂ内には
、従動プーリ１７ｂの回転が伝達されるメイン軸１７ｄ，ドライブ軸１７ｅが配置され、
該ドライブ軸１７ｅに上記後輪７が装着されている。
【００２５】
　上記クランクケース８ｃの下壁部には、左，右の懸架部８ｊ，８ｊが前方に突出するよ
う形成されている。この左，右の懸架部８ｊが、上記ピボット軸５１を介して上記ピボッ
ト部材４７により軸支されており、これにより上記エンジンユニット８は、クランクケー
ス８ｃの下方を支点として上下揺動可能に支持されている。
【００２６】
　上記クランクケース８ｃの底合面にはオイルパン８ｋが接続されている。該クランクケ
ース８ｃの右側壁には、上記オイルパン８ｋに潤滑油を注入する潤滑油注入口８ｃ′が上
方に延びるよう形成されている。また上記クランクケース８ｃの右側壁の後上端部には冷
却水ポンプ８２が配置されている。
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【００２７】
　上記伝動ケース８ｂの上壁面にはエアクリーナ３６が配置されている。該エアクリーナ
３６の前後方向長さは伝動ケース８ｂの略全長に渡る大きさのものである。上記エアクリ
ーナ３６は、伝動ケース８ｂに固定され、フィルタ（不図示）が配置されたクリーナ本体
３６ａと、該クリーナ本体３６ａの左側合面に着脱可能に装着されたクリーナカバー３６
ｂとを備えている。
【００２８】
　上記クリーナカバー３６ｂには下方に開口する吸込口３６ｃが形成されており、上記ク
リーナ本体３６ａの前壁内側には吐出口３６ｄが形成されている。該吐出口３６ｄには吸
気管３７を介してスロットルボディ３８が接続されている。
【００２９】
　図２に示すように、平面から見て、上記エアクリーナ３６は、車体中心線Ｃに対して左
側に偏位した位置に配置され、上記スロットルボディ３８は車体中心線Ｃ上に配置されて
いる。また上記リヤサスペンション１０は、車体中心線Ｃに対して右側に偏位した位置に
配置されている。
【００３０】
　図５に示すように、上記シリンダヘッド８ｅの上壁面には吸気ポート８ｅ′が開口して
いる。該吸気ポート８ｅ′には吸気マニホールド３７ａを介して上記スロットルボディ３
８が接続されている。
【００３１】
　上記シリンダヘッド８ｅの下壁面には排気ポート８ｅ′′が開口している。該排気ポー
ト８ｅ′′には排気管３９が接続されている。この排気管３９は、図３に示すように、排
気ポート８ｅ′′から下方に延びた後、下端から車幅方向右側に延び、右のダウンチュー
ブ２０の下側近傍でかつエンジン懸架フレーム２２の前側近傍を通って該エンジン懸架フ
レーム２２の外側を後方に屈曲して延びている。さらに上記排気管３９は、エンジン懸架
フレーム２２の外側の上記ピボット軸５１の下部を通った後斜め上向きに延びており、該
排気管３９の下流端にはマフラ８０が接続されている。
【００３２】
　上記排気管３９の内側に上記潤滑油注入口８ｃ′が、該排気管３９より上方に位置する
ように配置されており、該潤滑油注入口８ｃ′の後上方に上記冷却水ポンプ８２が配置さ
れている。これによりマフラ８０を取り外すことなく、潤滑油の注入及び冷却水ポンプ８
２のメンテナンスが行なえるようになっている。
【００３３】
　上記マフラ８０は、円筒状のものであり、上記スイングアーム５５の外側方に略１５度
の角度をなすよう斜め上向きに配置されている。このマフラ８０の上，下縁部にはそれぞ
れ上方，下方に突出する取付部８０ａ，８０ｂが形成されており、各取付部８０ａ，８０
ｂを外側方から挿入されたボルト８１，８１により上記スイングアーム５５に締め付ける
ことにより、上記マフラ８０はスイングアーム５５に固定されている。
【００３４】
　上記スイングアーム５５は、上記エンジンユニット８の後輪７を挟んだ反対側に配置さ
れている。このスイングアーム５５は、前側から後側にいくほど上下寸法が小さくなるよ
う形成された大略三角形平板状のアーム本体５５ａと、該アーム本体５５ａの外周縁に屈
曲形成されたフランジ部５５ｂと、該フランジ部５５ｂとアーム本体５５ａとを連結する
格子状のリブ５５ｃとを有している。
【００３５】
　上記アーム本体５５ａの上下方向中央部には、上記マフラ８０に沿って延びる凹部５５
ｈが凹設されており、上記マフラ８０はこれの内側部分が上記凹部５５ｈ内に位置するよ
う配置されている。
【００３６】
　上記アーム本体５５ａの前縁部の上端部５５ｄ及び下端部５５ｅは、それぞれクランク
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ケース８ｃにボルト締め固定されている。上記アーム本体５５ａの後端部５５ｆには、上
記ドライブ軸１７ｅが軸受５６を介して支持されている。このドライブ軸１７ｅは、上記
伝動ケース８ｂとスイングアーム５５とで両持ち支持されている。
【００３７】
　上記ドライブ軸１７ｅにより上記後輪７のハブ部７ａが共に回転するよう結合されてい
る。このハブ部７ａの外側面にはディスクプレート５４がボルト締め固定されている。
【００３８】
　上記ディスクプレート５４には、ブレーキキャリパ５７が配置されている。このブレー
キキャリパ５７は、上記スイングアーム５５の後輪７を支持する後端部５５ｆより後側の
後縁部５５ｉにボルト５３，５３により固定されている。
【００３９】
　上記ブレーキキャリパ５７は、上記後縁部５５ｉに固定されたキャリパ本体５７ａと、
該キャリパ本体５７ａ内に上記ディスクプレート５４に対向するよう配置された左，右の
ピストン５７ｂ，５７ｂと、上記キャリパ本体５７ａに接続され、ピストン５７ｂに油圧
を供給するブレーキホース５７ｃとを有している。ライダがブレーキ操作を行なうと、油
圧によりピストン５７ｂがパッド（不図示）を介してディスクプレート５４を押圧挟持す
る。
【００４０】
　また上記ピストン５７ｂには、レバー５７ｄを介してパーキングケーブル５７ｅが連結
されている。パーキング操作を行なうと、パーキングケーブル５７ｅを介してレバー５７
ｄが回動してピストン５７ｂを押圧し、ディスクプレート５４を機械的にロックするよう
になっている。
【００４１】
　上記リヤサスペンション１０は、上記スイングアーム５５と上記クロスメンバ２３との
間に車両前後方向に略水平に向けて配置されている。このリヤサスペンション１０は、上
記エンジンユニット８の上方に、かつエンジンユニット８の気筒軸線Ａと略平行に配置さ
れている。
【００４２】
　上記リヤサスペンション１０は、シリンダ１０ｂと、該シリンダ１０ｂ内に摺動自在に
配置されたピストン（不図示）と、該ピストンに連結されたピストンロッド１０ｃと、該
ピストンロッド１０ｃとシリンダ１０ｂとの間に配設され、両者１０ｂ，１０ｃを伸張方
向に付勢するコイルばね１０ｄとを有している。
【００４３】
　上記シリンダ１０ｂが弾性ブッシュ１０ｅを介して上記クロスメンバ２３に結合された
連結ブラケット５８に回動可能に連結されている。また上記ピストンロッドにはコ字状の
ブラケット１０ｆが接続されており、該ブラケット１０ｆが上記スイングアーム５５の前
上端部５５ｄの上側に形成されたボス部５５ｇに回動可能に連結されている。
【００４４】
　そして、上記リヤサスペンション１０は、上記スイングアーム５５のマフラ８０の上側
に配置されており、上記ブレーキキャリパ５７は、スイングアーム５５のマフラ８０の下
側に配置されている。また側方から見ると、上記リヤサスペンション１０は、スイングア
ーム５５の後輪７を支持する後端部５５ｆより前側に配置され、上記ブレーキキャリパ５
７は後端部５５ｆより後側に配置されている。さらにブレーキキャリパ５７は、スイング
アーム５５の後縁部５５ｉより後方に突出している。
【００４５】
　本実施形態によれば、スイングアーム５５の外側壁にマフラ８０を取付け、該スイング
アーム５５のマフラ８０より下側にブレーキキャリパ５７を配置し、上側にリヤサスペン
ション１０を配置したので、上記マフラ８０がリヤサスペンション１０やブレーキキャリ
パ５７に干渉することはなく、従って該マフラ８０を車体中心側に寄せて配置することが
でき、それだけ車幅寸法が小さくなり、バンク角を大きくすることができる。
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【００４６】
　また上記マフラ８０から離れた位置にリヤサスペンション１０，及びブレーキキャリパ
７５を配置したので、マフラ８０からの熱による影響を抑制できる。
【００４７】
　本実施形態では、上記スイングアーム５５に、上記マフラ８０の内側部分が位置する凹
部５５ｈを形成したので、マフラ８０をさらに車体中心側に寄せて配置することができ、
バンク角をより一層大きくすることができる。
【００４８】
　上記ブレーキキャリパ５７を、上記スイングアーム５５の後輪７を支持する後端部５５
ｆより後側に配置したので、ブレーキキャリパ５７を後輪７の車軸付近の高さに配置でき
、ブレーキキャリパを後輪軸より下側に配置した場合に比べてバンク角を確保できる。
【００４９】
　本実施形態では、上記リヤサスペンション１０を、前後方向に略水平に向けて配置した
ので、上下方向に向けて配置する場合に比べてシート高さを低くすることができる。
【００５０】
　本実施形態では、上記排気管３９を、エンジン懸架フレーム２２からピボット軸５１の
外側方を通るよう配置したので、エンジンユニット８の右側方の空きスペースを有効利用
して排気管３９を配置できる。
【００５１】
　上記ピボット軸５１より後方でかつ排気管３９の内側に潤滑油注入口８ｃ′を配置した
ので、該排気管３９の上方の空きスペースを有効利用して潤滑油注入口８ｃ′を配置でき
、潤滑油の注入作業を容易に行なえる。
【００５２】
　本実施形態では、上記スイングアーム５５を、上記エンジンユニット８の後輪７を挟ん
だ反対側に配置したので、後輪７をスイングアーム５５とエンジンユニット８とで両持ち
支持することができ、路面からの荷重に対する後輪７の支持剛性を高めることができる。
【００５３】
　本実施形態では、上記スイングアーム５５を、前側から後側にいくほど上下寸法が小さ
くなる大略三角形状をなす平板状のものとし、該スイングアーム５５の前縁部の上，下端
部５５ｄ，５５ｅを上記エンジンユニット８に固定し、後端部５５ｆで後輪７を支持した
ので、後輪７の支持剛性を確保しつつ、スイングアーム５５を必要最小限の大きさとする
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施形態による自動二輪車の側面図である。
【図２】上記自動二輪車の車体フレームの平面図である。
【図３】上記車体フレームに搭載されたエンジンユニットの右側面図である。
【図４】上記エンジンユニットのリヤサスペンション及びスイングアームの右側面図であ
る。
【図５】上記エンジンユニットのリヤサスペンション及びスイングアームの左側面図であ
る。
【図６】上記スイングアームの断面背面図（図４のVI-VI 線断面図）である。
【図７】上記リヤサスペンションの断面図（図４のVII-VII 線断面図）である。
【図８】上記スイングアームに配置されたブレーキキャリパの背面図である。
【図９】上記リヤサスペンションとマフラとの位置関係を示す背面図である。
【図１０】上記リヤサスペンションとマフラとの位置関係を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１　自動二輪車
　２　車体フレーム
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　７　後輪
　８　ユニットスイング式エンジンユニット
　８ｃ′　潤滑油注入口
　１０　リヤサスペンション
　３９　排気管
　５１　ピボット軸
　５５　スイングアーム
　５５ｄ　前上端部
　５５ｅ　前下端部
　５５ｆ　後端部（後輪支持部）
　５５ｈ　凹部
　５７　ブレーキキャリパ
　８０　マフラ

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】
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